
平成 17年 10月 期 航 空特殊無凛技士

患I母揖樹}コ山1嘲      法

試験間臼

“=)解 答は 答 えとして正しいよ川断したものを一つだ,選 ひ 答 家姉紙の督楠に丁しく記入 (マーク)し てください

〔1〕 無 線局の引精免Ffが'え られるときに指定される   〔 4〕 無 親うか臨時 =通まの発射の停止を命ぜられること

事項は 次 のど■的  ヽ                   が ぁる場合に 次 のどね"ヽ

1 空 中練電力

2 靱 5の名称

3 免 計の有効期間

4 費畷 甜常の設置場所

t23 次 の記述は 電 技法施行細 いこ規定する 「送信妻

〔3〕 【6〕 免 許人は 無 線局の検査の結果について指示を受け

相当な措IRをしたときは そ の結置の内容をどうしな

ければならないか ,し いものを次のうちから逮ヘ

1 直 ちに届け出る

2 窯 線業務日経に記載しておく

3 無 線検査簿に記強するとともに報告する

4 商 ヤの用紙に記眠し無髄 簿に耐寸しておく

笹Jの 定義であるが 直 内に入れるべき子句を

ドの番号から選´ヽ

「』=業博とは 無 線通信の送信のための高関渡

エネルギーを発生する装置及び[=コをいうJ

1 各 問毬 く射する装置

2 こ れに的 rrろ 装置

3 』 吉奎中線系

4 そ の保護装置

航空特殊無線技十の資特を有する抑 ( 25010キ

ロヘルッ以上の周波歎う電成を円吊する航匂高 (航

空交通奮制の用に供するものを除く )の 無練電話

で国内適停のための通信操作を行うことわ【できるの

は 空 中線亀力何ワットまでか 正 しいものを次の

うちから選オヽ

1  5 0ワ ット

2  3 0ヮ ット

3  2 0ヮ ット

4  1 0 ,ッ ト

1 角 許貸手に記載さtrF各 中線名力の範囲を超えて

運用したとき

2 受 射する電波の質力杓 崎省令で定めるものに通合

していないとEPbち れるとき

3 交 射する電絞わ地 の案線月の通信に混信を与えた

とき

4 略 語を使用 して通信を行ったとき

〔う〕 党 pT人 (包揺免許人を除く )お研 当な理由がないの

に無線局の運用をけき続き何箇月以上休止したときに

その免許を取り消されることがあるか 正 しいものを

次のうちから選‐、

1 1箇 H

2  2簡 月

3 3箇 月

4  6簡 丹

(1)



[ F :

〔83 次 の記述は 付 全移動業務の無線岳語通信におけ

るほ合事項を掲1)をものであるわ` 国 内に入

れるべき字句を下の番号から選ヘ

法

無線通信の原H」として無線棚 規則に規定され

ているものは 次のどⅢ"

1 無 線通信 i 長 時間群続して行つてはならない

2 無 禄迅 どにおける近招の送tilよ 試験竜波を発

射した後でなけれは行って的どらない

3 無 線通信ほ 正 確に行うものとし 通 信 10At

りを知ったときは 適 報の送信後 言■〔簡所を通

知しなければならな↓ヽ

4 必 要のない無線通信は こ れを行ってはならな

ヤJ

O 相 手局の呼出符号

の 自局の呼出持号

1 1回

2 2回

3 3向

4 3口 以下

モlo3 通 難航外側号 (遭韓通信を辛傾したものを除く )

は そ の航空機について救助の必要がなくなったと

きは ど うしなけれはならないか 正 しいものを次

のうちから選ナ、

1 そ の航空機を運行する者に通知しなけれiarjら

メよ↓ヽ

2 道 韓通信を字領した無綱昂にその旨を通知しな

ければならない

3 直 ちに衰tFh合局に通知しなけれIJrrらない

4 航 空交通管制の機関にその旨を通知しなければ

ならない

〔113 採 郷]は  自 局の呼出しわ他の既にそiわれている

通信に世信を与えているヨの通知を受けたときは

どうしなけれ1予どちないか 正 しいものを次のうち

うヽら置財ヽ

1 直 ちにその呼出しを中止する

2 全 中繰電力を低下してそ仰子出しを続ける

3 て きる腹り短い時間にそ仰子出しを終える

4 数 翻司その呼出しを中止してから再開する

(12〕 姉 田Fにおいて

を受信しようとするとき

略高は 次のどれか

1 0(

2 7解

3 ど うぞ

4 送 信してください

l HI

〔9〕 調 !=側自の迎1靭 間として!申 規

印lt定 められているものは 次 のどね"、

1 航 空機の航行中及υ斬行の鞘精中常時

2 航 空機の航行の料結Ⅲ'十時

3 航 空機の航行中皆時

4 航 J費 の出発欄肺 Ⅲち離陸までの時間中及す吉

脇判憶から着陛までの時間Ⅲ常時

応答に際して直ちに遮招

応各事項の次に送信する

航特 (2)


